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宮城県白石市 



























  景綱は1557年米沢八幡神主の子として生まれ、 
  伊達輝宗に見出され、梵天丸の傳役となり、 
  終生政宗に仕える。 
  伊達成実と並んで政宗の股肱として知られる。 
  小田原参陣の際、時期の遅れを説いて 
  秀吉との対決を辞さずとした成美と和平を説いて 
  参陣を主張した景綱の話は有名である。 
  その智将ぶりは「国家の大器」として 
  豊臣秀吉、徳川家康からも高い評価を得た 
  伊達家随一の名参謀である。  
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